
「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
」

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て

問
飯
岡
中
学
校
が
海
上
中
学
校
に

吸
収
さ
れ
る
計
画
に
反
対
の
立

場
で
の
質
問
。
市
の
学
校
教
育
方
針
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
」。
こ
の「
地
域
」
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
。
旭
市
は
１
市
３
町
が
合
併

し
て
、
地
域
ご
と
に
違
う
文
化
が
あ
る
。

こ
の
地
域
性
が
違
う
中
で
、
学
校
統
廃

合
と
地
域
学
校
協
働
活
動
に
整
合
性
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。「
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
を
本
気
で
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

答
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
味

に
つ
い
て
は
、
地
域
学
校
協
働

活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
信
頼
で

き
る
大
人
と
多
く
関
わ
り
を
持
ち
、
愛

情
を
注
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯

定
感
や
他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
豊
か

な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の

人
に
支
え
ら
れ
、
学
ん
で
い
く
こ
と
で
、

地
域
へ
の
愛
着
や
地
域
の
担
い
手
と
し

て
の
自
覚
が
育
ま
れ
、
学
び
へ
の
意
識

の
向
上
が
学
力
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
域
学
校
協
働

活
動
の
事
業
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

地
域
へ
の
理
解
・
関
心
が
高
ま
る
傾
向

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
活
動
に

参
画
す
る
地
域
住
民
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
や
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
完
全
無
償
化
に
つ
い
て

問
『
長
岡
市
米
百
俵
財
団
』
と
同

じ
く
、
子
育
て
支
援
に
特
化
し

た
財
団
の
創
設
を
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に
、

市
長
か
ら
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に
は
旭
市
か
ら
、
誘
致

時
に
５
億
円
、
さ
ら
に
毎
年
約
１
億

３
千
万
円
の
指
定
管
理
料
と
家
賃（
お

ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
：
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
旭
２

階
）が
30
年
契
約
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

市
が
賃
借
し
て
い
る
こ
の
施
設
は
、
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
の
集
客
に
貢
献
し
て
い
る

の
で
、
市
と
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
共
存
の

た
め
に
も
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に
『
子
育

て
財
団
』
を
創
設
し
て
も
ら
い
、
旭
市

へ
の
寄
付
を
お
願
い
し
、
学
校
給
食
完

全
無
償
化
の
財
源
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
意
見
と
し
て
承
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ

い
て

戸村 ひとみ 議員

議会のＩＣＴ化について説明を受ける

健幸まちづくりの今後の展開を伺う

７月26～28日　議会運営委員会で大阪府岸和田市・京都府八幡市等の行政視察を実施

岸和田市・八幡市の取り組みや施設を視察
大阪府岸和田市（視察内容：議会のＩＣＴ化について）
　岸和田市議会では旭市議会で今年度導入するタブレット端末を活用したペー
パーレス会議システムを2020年に導入している。紙・印刷費用の削減に加え、
資料が変更になった場合の差し替え等、作業工数の削減、合理化により効率的
な議会運営が行われている。
　タブレット端末の使用の範囲や故障時の対応、情報の漏洩対策等について、
現在の運用状況を学ぶことができ、今後の旭市議会でのタブレット端末の導入
にむけて参考になった。
京都府八幡市（視察内容：生涯活躍のまちについて）
　八幡市では、市民が意識せずとも健やかで幸せに暮らすことができるまちの構
築を目指し平成30年３月に「やわたスマートウェルネスシティ計画」を策定した。
　計画に基づき、歩くことを中心とした健幸づくり活動に対してポイントを付与
するインセンティブ事業や、ＡＩを活用した健幸課題
分析や施策立案を行うことができる健幸データ分析シ
ステムの導入等の先進的な取り組みを行っており、今
後の健康づくりの推進の参考になった。

◦さかい利晶の杜
◦��京都市市民防災センター

その他の視察地　

委員会では、所管する事務に関する調査等のため、他の自治体の
先進的な取り組み等について、行政視察を行っている。　   議会運営委員会視察　   議会運営委員会視察　   議会運営委員会視察
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